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研究課題 統語論における談話参与者の存在 －願望文，祈願文と聞き手－ 

研究キーワード 
統語論，談話参与者，願望文，祈

願文，聞き手，話し手 

当年度計画に対す

る達成度 
4.当初の計画どおり研究が進まなかった 

関連する 

SDGs項目 
該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 

１．研究成果の概要 

 Oguro (2023)において，願望文に関して統語的存在としての話し手と聞き手を伴う投射を想定し Baker 

(2008)の hearer に関する生起条件を援用して分析を行ったが，それに基づき，祈願文の分析に着手しようと

したが，理論的進展があり，想定していた分析との整合性を検討が必要であるとわかった。より深い検討をす

るためにはまだ時間が必要であるといえる。 

 

 

 

 

２．著書・論文・学会発表等 

（できるだけご記入ください。査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

 

 

 

【著書・論文（査読なし）】 

 

 

 

【学会発表等】 

 

 

 

３．主な経費 

 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 


